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1.	若年層の防災への関心の低下	
	 東日本大震災以降人々の防災への関心は高ま

り，地域ごとに防災イベントが活発に行われて

いるが，参加者の年齢層は高齢者が多く若者が

少ない傾向にある[1]．近年，スマートフォンの

普及によって様々なアプリが開発されユーザに

利用されていることを背景に，本研究では災害

時に適応した行動を可能にするアプリを開発し

た．本アプリは，災害時の危険と予測される地

域や危険な場所を表示し，避難所・避難場所

（以下，避難拠点）をチェックポイントとして

チェックインを行う．また，災害発生時に液状

化現象や建物倒壊などのリスクが高いとされて

いる北千住駅周辺をモデルケースとして実装を

行った．本研究では，若年層に向けた災害前の

防災活動の啓蒙を目的として開発を行った．	

	

2.	関連研究	
	 先行研究として，我々は 2015 年 3 月 8 日に岩

手県大船渡市でスマホ de チェックラリーを開催

した．本イベントは大船渡市の各地に埋設され

ている株式会社リプロが開発した復興情報杭を

チェックポイントとしてチェックラリーを行う．

復興情報杭には NFC と QR コードが付与されてお

り，アプリが NFC または QR コードを読み取るこ

とでチェックイン判定がされる．また，ユーザ

が利用したスマートフォンのセンサ情報を収集

し分析を行った[2]．本イベント開催後のアンケ

ートから，チェックインがし難いという意見が

あった．	

	 	

	

	

	

	 関連研究として，北千住地域の洪水ハザード

マップや避難所マップ，震災時の液状化の予測

結果を用いた避難計画に関する研究が行われて

いる[3]．その他にも，ゲーミフィケーションを

用いた災害時避難支援システムの開発，効果の

検証を行った研究が行われている[4]．	

	 本研究では，先行研究の機能改善と関連研究

を踏まえ，本アプリを用いた具体的な防災訓練

活動を行うことで若年層の防災への関心向上を

図る．	

	

3.	避難所チェックラリーシステム	
	 機能要件	

	 災害前に避難拠点までの安全な経路を事前に

把握することは災害発生後の生存率に影響する．

本アプリの機能要件として，避難拠点の位置情

報と災害発生時に危険な位置情報を表示する機

能を満たす必要がある．また，避難拠点までの

経路を把握するため実際に避難拠点にユーザが

移動するプロセスが必要である．したがって，

本アプリでは避難拠点と震災時に建物が倒壊し

危険区域となってしまう行政区域を表示し，避

難拠点付近に移動するとアプリがイベントを発

生する（以下，チェックイン）機能を実装した．

また，ユーザが避難拠点に移動するモチベーシ

ョンの向上を図るためにチェックインをすると

ポイントを付与するといったゲーミフィケーシ

ョンを導入した．	

	 機能詳細	

	 本アプリは初回起動時にチーム選択画面が表

示される．チーム選択画面では，BLUE チームま

たは GREEN チームに所属するかをユーザが選択

をする．選択後，本アプリのメイン画面に遷移

する．本アプリのメイン画面を図１に示す．図

１中の赤いマーカは行政区域で震災時に建物が

倒壊する恐れのある都内行政区域リストの内，

上位の行政区域を示している[5]．青色のマーカ
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と緑色のマーカはそれぞれ避難拠点を示し，

BLUE チームのユーザがチェックインをするとそ

の避難所に対し BLUE チームのポイントが付与さ

れる．GREEN チームのユーザも同様のイベントが

発生する．また，避難所を示すマーカはポイン

トが高いチームの色に変更される．	

	

		 	
図 1	チェックポイント表示画面	

左：緑チーム画面	右：青チーム画面	

	

4.	避難所チェックラリーシステム実装	
	 ジオフェンス	

	 ジオフェンスとは，仮想的な地理的境界線で

ある．ある地点の緯度・経度・半径[m]を設定し，

スマートフォンの現在地がジオフェンス圏内に

入ると ENTER イベントが発生，ジオフェンス圏

内から出ると EXIT イベントが発生し設定したア

プリに通知される．	

	 本アプリは起動時にサーバ通信を行い，避難

拠点の取得と表示，ジオフェンスの登録行って

いる．また，避難拠点付近への移動検知はジオ

フェンスによる検知を用いてチェックイン判定

を行っている．チェックイン判定がされると，

スマートフォンにポイント加算通知と侵入検知

の通知が発行され，ユーザに通知される．	

	

5.	まとめ	
	 本研究では，ジオフェンスを用いた避難拠点

のチェックインアプリの開発を行った．今後の

展望として，ユーザ登録機能，チェックポイン

トを経路とした避難ルートの作成，共有する機

能を実装し，ユーザが作成したルートにしたが

ってチェクインを行うとイベントを発生すると

いったより実用的なアプリの開発を行う．また，

ゲーミフィケーションによるモチベーション向

上を図るために，チェックインユーザのランキ

ング，多くの避難拠点を巡ったユーザに報酬を

与えるといった機能を実装する．	
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